
   
プログラム 

13：30 
挨拶：吉本 信子  （W３代表, 山口大学） 「W３の紹介」 
     松永 守央  （九州工業大学学長） 
  
13:40-15:10 研究者セッション 
○城﨑 由紀 （九州工業大学 若手研究者フロンティア研究アカデミー）  

  「体の修復を助ける材料の開発を目指して」 
○萩島 理   （九州大学大学院総合理工学研究院エネルギー環境共生工学部門）  
  「都市のヒートアイランド現象は緩和できるか」 
○下川 倫子  （福岡工業大学工学部知能機械工学科）  
  「身近にみられるフラクタルパターン」 
 
 
15:30-16:30 学生セッション 
○佐藤 あゆ （山口大学大学院）  ○武藤 毬佳 （久留米工業高等専門学校）  
○藤下 彩佳 （九州工業大学大学院） ○瀧口 慶子 （愛媛大学大学院理工学研究科）  
 
  
総括：定岡 芳彦 （愛媛大学教授） 
 
  
17：00-19:00 懇親会 （百周年中村記念館内 カフェ ド ルージュブラン）  

  
参加費：シンポジウム 無料、懇親会 一般：４，０００円、学生：３，０００円 
参加申込み方法：氏名、所属、懇親会参加の有無をご記入のうえ、E mailでお申込み下さい。 
問い合わせ・申込み先：九州工業大学 応用化学科 高瀬 聡子  wcubic@che.kyutech.ac.jp 
〒884-8550 北九州市戸畑区仙水町1-1 093-884-3345 

第1回 

本シンポジウムは、現役の研究者が最新の研究成果の紹介を通じ、学生に向けて
ロールモデルを提示するとともに、研究開発に興味を持っている学生が自身の目標とする将
来像を発信する双方向的企画です。同時に、理工系の様々な分野・世代の研究者にご参加
いただくことにより、新たな研究の起点となることも期待して開催します。 
 

W3とは、ライフイベントによる時間的制約の多い女性の研究者間交流を促
進する目的で設立されました。研究環境の向上への取り組みや、次世代を担う
研究者に向けた啓蒙活動も行っています。 

---西から吹く風--- 


